
非CS学生向けAI教育資料作成方針書 Ver.2.0（最終版）非CS学生向けAI教育資料作成方針書 Ver.2.0（最終版）

1. はじめに（資料作成の目的と背景）1. はじめに（資料作成の目的と背景）

本方針書は、コンピュータサイエンス（CS）を専攻していない学生（以下、非CS

学生）を対象としたAI教育資料を作成するための詳細かつ具体的な指針を定める

ものです。提供された「高専DCON向けAI技術資料作成」（以下、DCON資料）は、

2025年現在のAI技術の最前線と、それが「ものづくり」や社会課題解決にどのよ

うに繋がりうるかを示す貴重な情報源です。

AI技術は社会のあらゆる側面に急速に浸透しつつあり、その活用はCS分野に

留まりません。非CS学生が将来、自身の専門分野や社会においてAI技術の恩恵を

最大限に引き出し、またCS専門家と効果的に協業して新たな価値を創造するため

には、技術の詳細な実装方法（How）ではなく、 AIの最先端で「何が（What）」AIの最先端で「何が（What）」

起きており、それが「なぜ（Why）」重要で、どのような可能性と課題を秘めて起きており、それが「なぜ（Why）」重要で、どのような可能性と課題を秘めて

いるのかを本質的に理解するいるのかを本質的に理解する ことが不可欠です。これは、CS専門家との共通言

語を構築し、より具体的で建設的な議論を可能にするための基礎となります。

本資料作成の目的は、非CS学生が以下の状態になることを支援することで

す。

AI技術の主要なトレンド、最先端のキーワードとその概要、そしてそれが持つ意義を、過度な期待や誤解なく把握できる。

AIの可能性と限界、社会的・倫理的影響を現実的かつ多角的に理解できる。

自身の専門分野や関心領域において、最先端AI技術の知見を活かした活用のアイデアを発想し、その実現可能性やリスクを建

設的に議論できる。

CS専攻の学生やAI専門家と、最先端技術に関する共通の理解基盤の上で円滑なコミュニケーションを取り、協創的なプロジェ

クトを推進できる。

本方針は、DCON資料の内容を最大限に活用し、これまでの議論で明確になっ

た「現実的かつ懐疑的な視点の重要性」と「最先端のWhatの網羅性」を両立させ

ることを目指します。

2. 対象読者と学習目標2. 対象読者と学習目標

主たる対象読者主たる対象読者 :

大学・専門学校等に在籍する、コンピュータサイエンスを専門としない学生（文系、理系非情報系など）。

AIに関する事前知識は限定的であると想定。

（副次的に、DCON参加を目指す高専生がAIの全体像を掴むための一助となることも意識するが、内容は一般学生向けに平

易化する）。

学習目標（資料読了後に期待される状態）学習目標（資料読了後に期待される状態） :

非CS学生向けAI教育資料方針 2025/06/16

1 / 8



1. AI、機械学習、ディープラーニングといった基本用語の概要と関係性を説明できる。

2. DCON資料に記載されている 2025年現在の主要なAI技術トレンドおよび最先端技術のキーワード（例：Transformer進化2025年現在の主要なAI技術トレンドおよび最先端技術のキーワード（例：Transformer進化

形、MoE、バイトレベルモデル、各種マルチモーダル技術、効率的ViT、Gaussian Splattingとその効率化、RT-DETR、形、MoE、バイトレベルモデル、各種マルチモーダル技術、効率的ViT、Gaussian Splattingとその効率化、RT-DETR、

Safe RL、MARL、高度な模倣学習、各種生成AI技術、SSL、継続学習、連合学習、ニューロモーフィックコンピューティンSafe RL、MARL、高度な模倣学習、各種生成AI技術、SSL、継続学習、連合学習、ニューロモーフィックコンピューティン

グ等）について、その名称、ごく簡単な概要（何をする技術か）、そしてそれがなぜ重要なのか（応用可能性や解決しうグ等）について、その名称、ごく簡単な概要（何をする技術か）、そしてそれがなぜ重要なのか（応用可能性や解決しう

る課題）を自身の言葉で説明できる。る課題）を自身の言葉で説明できる。

3. AIプロジェクトにおいて「データ」が果たす役割の重要性と、データ品質、量、バイアスなどが結果に与える影響を理解

している。

4. AI技術の利用に伴う倫理的・社会的な課題（公平性、透明性、プライバシーなど）を認識し、責任あるAIの必要性を説明

できる。

5. 自身の関心分野や社会課題に対して、最先端AI技術の知見を活かした解決策のアイデアを具体的に発想し、そのアイデア

の実現性や課題について、CS専門家と具体的な技術キーワードを交えながら基本的な議論ができる。

6. AIに関するニュースや情報を鵜呑みにせず、批判的思考（クリティカルシンキング）をもって情報を吟味し、多角的に捉

える姿勢が身につく。

3. 資料の基本方針3. 資料の基本方針

現実的かつ懐疑的視点の徹底現実的かつ懐疑的視点の徹底 :

AI技術の可能性を示すと同時に、その限界、課題、リスク、社会への負の側面についても必ず言及し、バランスの取れた

情報提供を行う。

「魔法の杖」ではないこと、過度な期待は禁物であることを一貫して伝える。

非CS学生への最適化非CS学生への最適化 :

最先端技術のキーワードは積極的に導入しつつ、その解説は平易に最先端技術のキーワードは積極的に導入しつつ、その解説は平易に 行う。

数式や複雑なアルゴリズムの解説は行わない。

比喩、アナロジー、身近な具体例、図解、イラストを多用し、直感的な理解を促す。

「What（何ができるか）」「Why（なぜ重要か）」中心の解説、かつ「Keyword（最先端の共通言語）」の導入「What（何ができるか）」「Why（なぜ重要か）」中心の解説、かつ「Keyword（最先端の共通言語）」の導入 :

技術的な「How（どうやって動くか）」の詳細には深入りせず、AIが「何を実現できるのか（What）」「なぜそれが注目

されているのか（Why）」を中心に解説する。

DCON資料に出てくる 最先端技術のキーワードを積極的に提示最先端技術のキーワードを積極的に提示 し、それらがCS専門家とのコミュニケーションにおける

「共通言語」となり得ることを意識させる。

対話的・思考喚起的なアプローチ対話的・思考喚起的なアプローチ :

読者に問いかける形式やQ&A、コラムなどを適度に挟み、一方的な情報提供に終始しない工夫を凝らす。

章末やトピックごとに簡単な「考えてみよう」といった演習問題を設け、理解度確認と主体的な思考を促す（解答例も示

す）。

DCON資料の徹底活用と多角的展開DCON資料の徹底活用と多角的展開 :

DCON資料に記載されている最先端技術の情報、各技術の「DCONへの示唆」、さらには引用されている参考文献のタイトル

や概要なども参考に、非CS学生が理解できるレベルでそのエッセンスを抽出・翻訳する。
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「DCONへの示唆」を、DCON参加者だけでなく、 より幅広い分野の非CS学生が自身の専門領域や社会課題解決に応用するより幅広い分野の非CS学生が自身の専門領域や社会課題解決に応用する

際のヒント際のヒント として多角的に展開する。

4. 資料のスコープ（対応範囲と非対応範囲）4. 資料のスコープ（対応範囲と非対応範囲）

対応するスコープ対応するスコープ :

1. AIの基本概念AIの基本概念 : AI、機械学習、ディープラーニングの概要と関係性。AIの得意なこと・苦手なことの一般的理解。

2. 主要AI技術トレンドと最先端キーワード（DCON資料ベース）主要AI技術トレンドと最先端キーワード（DCON資料ベース） :

基盤モデル・NLP基盤モデル・NLP : Transformerアーキテクチャの進化（効率的なアテンションメカニズム等）、Mixture of

Experts (MoE)、バイトレベルモデル（例：Meta BLT）、スケーリング則の現状と効率化へのシフト。これらの

「What」と「Why」。

マルチモーダルLLM (MLLM)マルチモーダルLLM (MLLM) : ネイティブマルチモーダリティ（例：Llama 4）、早期融合技術、知覚と推論の進化

（例：Meta PE, PLM）、MLLMにおけるアライメント、オープンモデル vs クローズドモデルの動向。これらの

「What」と「Why」。

LLMにおける高度な推論LLMにおける高度な推論 : 「遅い思考」／Chain-of-Thought (CoT)、効率的な推論手法、ツール利用（エージェン

ト的活用）。これらの「What」と「Why」。

エージェントAIエージェントAI : 基本的な定義と主要能力（計画、ツール利用、記憶、マルチステップ実行）、次世代エージェン

ト（NGENT）のコンセプト、現状の課題（グラウンディング、堅牢性等）。これらの「What」と「Why」。

ドメイン特化型LLMドメイン特化型LLM : 必要性、知識注入手法（RAG、ファインチューニング、LoRA、プロンプト最適化、語彙適応の

概要）。これらの「What」と「Why」。

コンピュータビジョン（CV）コンピュータビジョン（CV） : 次世代Vision Transformer (ViT) とその効率化（モデル圧縮、ハードウェア意識

最適化）、高度な画像・ビデオ合成と編集（拡散モデル、Sora、Veo、Imagen 3、制御可能な生成、Frame2Frame、

UESのコンセプト）、3Dビジョン革命（NeRF、3D Gaussian Splatting (3DGS) とその効率化手法の概要（例：

ProtoGS、SE-GS））、リアルタイム高精度物体検出（例：RT-DETR）、少数ショット行動認識（FSAR）の概要。これ

らの「What」と「Why」。

強化学習（RL）強化学習（RL） : 安全な強化学習（Safe RL：CMDPs、ESPOの概要）、マルチエージェント強化学習（MARL：対称性

強化、LGC-MARLの概要）、高度な模倣学習（IL）と逆強化学習（IRL）（TW-CRL、SFMの概要）。これらの「What」と

「Why」。

テキストと画像を超えた生成AIテキストと画像を超えた生成AI : オーディオ生成（音楽、表現力豊かな音声合成、サウンドスケープ、ディープフ

ェイクオーディオ対策の概要）、AIによるコード生成と理解（RLによるコードLLM強化の概要）。これらの「What」

と「Why」。

新しい学習戦略新しい学習戦略 : 大規模自己教師あり学習（SSL：SpliCER、SCOTT & MIM-JEPAのコンセプト概要）、継続学習

（CL：PECFTの概要、自己進化エージェントの概念）、連合学習（FL：基本ライフサイクル、主要課題、プライバシ

ー技術の概要）。これらの「What」と「Why」。

次世代AIハードウェアとコンピューティング次世代AIハードウェアとコンピューティング : ニューロモーフィックコンピューティングとスパイキングニューラ

ルネットワーク（SNN）の基本概念と応用可能性、量子AIの現状と将来展望（概念レベル）。これらの「What」と

「Why」。

AGIへの探求AGIへの探求 : 現状の議論、主要なハードル（概念レベル）。
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3. データの重要性と課題データの重要性と課題 : AIにおけるデータの役割、必要なデータの質と量、データ収集の現実、バイアス問題、アノテ

ーションの概要。

4. 責任あるAI責任あるAI : AI倫理の主要な論点（公平性、透明性、説明可能性、説明責任、プライバシー、セキュリティ、堅牢

性）。 社会的影響（雇用、格差など）。DCON資料で言及されている「グリッチトークン」「サイレントなツール故障の

緩和」といった具体的な安全性懸念にも触れる。

5. AIプロジェクトの考え方AIプロジェクトの考え方 : 非CS学生視点での課題発見、アイデア発想のヒント。CS専門家との協業のポイント（期待値

調整、共通言語の構築、役割分担）。

6. DCON資料の活用DCON資料の活用 : DCON資料で示される応用アイデアや示唆、さらには「深掘り事例」を、一般的な課題解決やビジネス

応用の視点から、より多くの技術キーワードと結びつけて紹介。

対応しないスコープ対応しないスコープ :

1. 技術的詳細技術的詳細 : ニューラルネットワークの数学的理論、バックプロパゲーションの詳細、Transformerアーキテクチャの

内部構造など、高度な技術的解説。

2. プログラミング実装プログラミング実装 : Pythonなどのプログラミング言語を用いたAIモデルの実装方法、フレームワーク（TensorFlow,

PyTorchなど）の詳細な使い方。

3. 特定のAIツールの操作マニュアル特定のAIツールの操作マニュアル : ChatGPTや特定の画像生成AIツールの詳細な使い方ガイド。

4. 網羅的なAIの歴史や学術的分類網羅的なAIの歴史や学術的分類 : 必要最低限の背景説明に留める。

5. DCON資料で紹介されているレベルを超える、未消化な最新論文の詳細な解説DCON資料で紹介されているレベルを超える、未消化な最新論文の詳細な解説 。

6. AGI（汎用人工知能）に関する憶測や過度な議論AGI（汎用人工知能）に関する憶測や過度な議論 : 現状の技術トレンドから堅実な範囲で触れるに留める。

5. 主要コンテンツ構成案（章立てと各章の概要） Ver.2.05. 主要コンテンツ構成案（章立てと各章の概要） Ver.2.0

DCON資料の構成（Part 1: ランドスケープ、Part 2: 重要技術詳細、Part 3:

新興パラダイム、Part 4: DCON戦略）を参考にしつつ、非CS学生向けの論理的な

流れを重視して再構築する。各技術項目では、DCON資料の該当箇所（文献番号も

参考にする）を意識し、その「What」と「Why」を平易に解説する。

序章：AI新時代へようこそ ～未来を創るための「共通言語」を手に入れよう～序章：AI新時代へようこそ ～未来を創るための「共通言語」を手に入れよう～

AIという言葉のイメージと現実。なぜ今、AIが爆発的に進化しているのか？

この資料で学ぶこと：最先端AIの「What（何ができるか）」「Why（なぜ重要か）」そして「Keyword（専門家と話すため

の言葉）」。

学びの心構え：現実的・懐疑的視点と、知的好奇心の両輪で。

第1部：AIの現在地 ～2025年 知っておくべきメガトレンドと基本の「キ」～第1部：AIの現在地 ～2025年 知っておくべきメガトレンドと基本の「キ」～

1.1. AI、機械学習、ディープラーニング：基本の整理（DCON資料 1.1冒頭）

1.2. Transformer革命とその先：AIの進化を牽引するアーキテクチャ（DCON資料 1.1）

Transformerのすごさと広がり（NLPからVision、マルチモーダルへ）

進化するTransformer：効率的なアテンションメカニズムって？

もっと賢く、もっと効率的に：Mixture of Experts (MoE) とは？
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言葉の最小単位で考える：バイトレベルモデル（例：BLT）の可能性

1.3. データはAIの生命線：質・量・多様性が未来を決める（DCON資料 1.1）

大規模データセットと合成データの役割

「良いデータ」とは？ 公平なAIのためのデータのあり方

1.4. 人間とAIの新しい関係：アライメントと人間中心のAI（DCON資料 1.2）

AIを人間の価値観に合わせる「アライメント」とは？（RLHF, DPOの概要）

多様な人間を理解するAI：PRISMデータセットが示すもの

人間のフィードバックの「質」が変わる：専門家の役割

1.5. 生成AIとマルチモーダリティの大爆発（DCON資料 1.2）

テキスト、画像、音声、動画、3D…何でも作る、何でも理解するAI

MLLM（マルチモーダルLLM）の衝撃：Llama 4のネイティブマルチモーダリティ

1.6. 科学と複雑な問題解決への挑戦（DCON資料 1.2）

創薬、材料開発、数学的推論…AIが科学を進化させる

1.7. 効率化と最適化の追求：AIを隅々まで賢く使う（DCON資料 1.2）

AIスタック全体の最適化とは？（ハードウェアからモデルまで）

小さくても強力に：モデル圧縮技術とエッジAIの重要性

1.8. 責任あるAI：信頼できるAI社会のために（DCON資料 1.2）

安全性、公平性、透明性（XAI）、プライバシー、堅牢性…なぜ今これが重要か？

グリッチトークン、サイレントなツール故障…具体的なリスクへの対応

第2部：最先端AI技術の解剖図鑑 ～「What」と「Why」を徹底理解～第2部：最先端AI技術の解剖図鑑 ～「What」と「Why」を徹底理解～

2.1. 大規模言語モデル（LLM）の最前線（DCON資料 2.1）

アーキテクチャの進化（MoE、バイトレベルモデルを再度、応用視点で）

MLLMの詳細：Meta Perception Encoder (PE) & Language Model (PLM) の役割

LLMの「思考力」：Chain-of-Thought (CoT) と効率的な推論

エージェントAI：LLMが自律的に動き出す（計画、ツール利用、記憶、NGENT構想）

特定分野の専門家AI：ドメイン特化型LLMの作り方（RAG、ファインチューニング、LoRA、語彙適応の概要）

オープンモデル vs クローズドモデル：選択のポイントは？

2.2. コンピュータビジョン（CV）のブレークスルー（DCON資料 2.2）

Vision Transformer (ViT) の進化とエッジ展開への道（モデル圧縮、ハードウェア意識）

画像・ビデオ生成の魔法：拡散モデル（Sora, Veo, Imagen 3）、制御可能な生成、Frame2Frame、UESのコンセプト

3Dビジョンの革命：NeRFと3D Gaussian Splatting (3DGS)、そしてその高速化・高効率化（ProtoGS, SE-GSの概

要）
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見逃さないAIの眼：リアルタイム物体検出（RT-DETR）と少数ショット行動認識（FSAR）

2.3. 強化学習（RL）のフロンティア（DCON資料 2.3）

安全第一！Safe RLとは？（CMDPs、ESPOの考え方）

チームで学ぶAI：マルチエージェントRL（MARL）とその進化（対称性強化、LGC-MARLの考え方）

見て学ぶ、失敗からも学ぶ：高度な模倣学習（IL）と逆強化学習（IRL）（TW-CRL, SFMの考え方）

2.4. テキストと画像を超えた生成AIの世界（DCON資料 2.4）

耳で楽しむAI：音楽生成、表現力豊かな音声合成（TTS）、サウンドスケープ、ディープフェイクオーディオ対策

AIプログラマーの誕生：コード生成と理解、RLによるコードLLM強化

第3部：AIをさらに賢く、身近にする新しい学び方と未来のカタチ～（DCON資料 Part 3）第3部：AIをさらに賢く、身近にする新しい学び方と未来のカタチ～（DCON資料 Part 3）

3.1. 新しい学習戦略の探求

ラベルなしデータから学ぶ：大規模自己教師あり学習（SSL）（SpliCER, SCOTT & MIM-JEPAのコンセプト）

忘れないAI、進化し続けるAI：継続学習（CL）と生涯AIシステム（PECFT、自己進化エージェントのコンセプト）

プライバシーを守りながら協力する：連合学習（FL）の仕組みと可能性

3.2. AIを動かす未来のエンジン：次世代AIハードウェア

脳に学ぶコンピュータ：ニューロモーフィックコンピューティングとスパイキングニューラルネットワーク（SNN）

量子の力でAIが変わる？：量子AIの夜明け（現状と展望）

3.3. 人間のようなAIは生まれるか？：AGI（汎用人工知能）への道

AGIとは何か？ 現在どこまで来ているのか？

AGI実現への大きな壁（常識、文脈理解など）

第4部：AIで未来をデザインする ～非CS学生のためのアイデア発想と協創戦略～第4部：AIで未来をデザインする ～非CS学生のためのアイデア発想と協創戦略～

4.1. 社会課題とAI技術の交差点：DCONトレンドから学ぶ（DCON資料 3.4, 4.1）

ヘルスケア、農業、教育、エンタメ、防災…具体的な応用分野と最先端技術のマッピング

DCON受賞作にみる成功のヒント：音声認識、ケアテック、持続可能性

4.2. アイデアをカタチにするために：DCON成功戦略を応用する（DCON資料 4.2, 4.3）

「ものづくり」×「ディープラーニング」×「事業性」の視点

エッジAI、マルチモーダルAI、責任あるAI…有望技術の具体的な活かし方

課題設定、プロトタイピング、チームワークの重要性

4.3. CS専門家との「うまい」付き合い方：協創のためのコミュニケーション術

今回学んだキーワードを武器に、具体的な議論をする

「What」と「Why」を明確に伝え、期待値をすり合わせる

4.4. 【ワークショップ】最先端AI技術で社会課題解決アイデアソン（DCON資料 4.4の考え方を一般化）

本資料で学んだ技術シーズと社会課題をマッピングする
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「もし、この技術が自分の専門分野で使えたら？」をブレインストーミング

終章：AI新時代の羅針盤を手に、未来を共創するあなたへ終章：AI新時代の羅針盤を手に、未来を共創するあなたへ

学び続けることの重要性、批判的思考の維持

非CS分野だからこそ拓けるAI活用の地平

付録付録

最先端AI技術キーワード集（本資料で解説した主要用語とその超概要）

もっと知りたい人のための情報源（DCON資料への参照、主要AIカンファレンス、論文リポジトリ、企業ブログなど）

6. 表現スタイルと留意点6. 表現スタイルと留意点

トーン＆マナートーン＆マナー : 親しみやすく、分かりやすい言葉遣いを心がける。読者の知的好奇心を刺激しつつ、冷静な視点を促す。

ビジュアルビジュアル : 各テーマを理解しやすくするための図、イラスト、概念図などを積極的に活用する。抽象的な概念は視覚的に

示す。

具体例具体例 : 身近な製品やサービス、社会現象を例に出し、AI技術がどのように関わっているか（またはいないか）を示す。成

功例だけでなく、失敗例や課題が露呈した事例も取り上げる。

懐疑的視点の明示懐疑的視点の明示 : 各技術や応用の解説部分には、必ず「ここがスゴイ！（可能性）」と「ここが心配…（限界・リスク・

課題）」のような対比構造を設けるか、専用の注意喚起セクションを設ける。DCON資料が示すような具体的なリスク（例：グ

リッチトークン）にも触れる。

引用・参考文献引用・参考文献 : DCON資料からの情報は適切に参照しつつ、一般向けに解釈した内容であることを明確にする。その他、信

頼できる情報源に基づく記述を心がける。

網羅性と焦点のバランス網羅性と焦点のバランス : 「網羅的で体系的」という要望に応えつつ、非CS学生の学習負担を考慮し、各トピックの深入り

度合いを調整する。全てを詳細に解説するのではなく、「非CS学生が最先端を理解し協業するために最低限必要な知識と考え

方」を体系的に網羅することを目指す。

最新性への配慮最新性への配慮 : AI技術は急速に進化するため、本資料は「2025年現在の状況に基づく」という前提を明記する。普遍的な

考え方やフレームワークを中心に据え、特定の技術の細かなアップデートに依存しすぎない構成とする。

7. 期待される学習効果（シミュレーション）7. 期待される学習効果（シミュレーション）

資料作成側の視点資料作成側の視点 :

DCON資料のほぼ全ての技術的キーワードとその意義を、非CS学生がアクセス可能な形で提示する。

各技術の「What」「Why」を明確にし、応用への想像力を刺激する。

「DCONへの示唆」を、より普遍的な社会課題解決やイノベーション創出のヒントとして展開する。

資料閲覧側（非CS学生）の視点資料閲覧側（非CS学生）の視点 :

読む前読む前 : 「AIって難しそう」「自分には関係ないかも」「専門用語ばかりだったらどうしよう」といった不安。

読んでいる最中読んでいる最中 : 「MoEってそういうことか、AIも分業するんだな」「Gaussian Splattingで3D作るの、自分の研究で

使えるかも？でも計算大変そうだな、ProtoGSってのが効率化の鍵か」「Safe RLって、ロボット作るなら絶対考えないと
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ダメじゃん」「この技術（例：SNN）はまだ先の話っぽいけど、コンセプトは面白いな」といった、より具体的な技術へ

の関心と応用への思考。

読んだ後読んだ後 :

AIに関するニュースやCS専門家の話に出てくる 専門用語（キーワード）が「なんとなく分かる」から「概要と意義専門用語（キーワード）が「なんとなく分かる」から「概要と意義

は説明できる」レベルに向上は説明できる」レベルに向上 した。

自分の専門分野や興味のある社会課題に対して、 具体的なAI技術（キーワードレベルで）を複数想起し、それらを組具体的なAI技術（キーワードレベルで）を複数想起し、それらを組

み合わせた解決策のアイデアをより具体的に発想できるみ合わせた解決策のアイデアをより具体的に発想できる ようになった。

CS専攻の友人に「今話題の〇〇（最先端技術名）って、こういうことに使えると思うんだけど、実際どうなの？」

と、 より専門的なレベルでの質問や議論より専門的なレベルでの質問や議論 ができるようになった。

AIの可能性にワクワクしつつも、各技術の成熟度や実用化のハードル、潜在的なリスクについて、より解像度高く理

解し、冷静に判断できるようになった。

AIは万能ではないが、賢く使えば強力なツールになることを理解した。

8. 作成プロセスと参考情報8. 作成プロセスと参考情報

1. 構成案の詳細化構成案の詳細化 : 各章・各セクションで具体的に何をどの程度の深さで記述するかを決定する。

2. DCON資料の再読解と情報抽出DCON資料の再読解と情報抽出 : 非CS学生向けに翻訳・一般化できる箇所を洗い出す。

3. 各セクションの執筆各セクションの執筆 : 基本方針と表現スタイルに従い執筆。図やイラストのラフ案も作成。

4. 懐疑的視点のチェック懐疑的視点のチェック : 各項目で限界・リスク・課題がバランス良く記述されているか確認。

5. レビューと修正レビューと修正 : (可能であれば)非CS学生の協力を得てレビューを行い、分かりにくい点や改善点をフィードバックしても

らい修正。

6. 最終化最終化 : 全体の整合性を取り、用語集や付録を作成。

参考情報参考情報 :

本方針書の作成にあたり参照した「高専DCON向けAI技術資料作成」ファイル。

これまでのユーザーとの対話ログ。

本方針書に基づき、非CS学生がAI技術の本質を理解し、未来を切り拓くため

の羅針盤となるような教育資料を作成することを目指します。
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